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会 議 録 
会議の名称 第 2回成田市国民保護協議会 

開催日時 平成 18 年 9月 28 日（木）14 時 00 分～15 時 00 分 

開催場所 成田市役所 6階大会議室 

出席者 出席者：会長（市長）及び委員（39 名）【別紙】「出席者一覧」参照 

    事務局 防災対策課 課長 山田 行雄  

防災対策課 主幹 根本 秀行 

防災対策課 石井 武志  

柴田 正久 

欠席者：委員（1名） 

議題 1.成田市国民保護計画（素案）について 

議事要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.開会 

 

2.あいさつ 

会長である成田市長より、開会にあたっての挨拶があった。 

 

3.議事 

成田市国民保護計画（素案）について 

各委員より事前に提出された素案に対する意見について、事務局よ

りその対応と修正事項について説明し、あわせて本素案の概要を説

明した。 

質疑を行った後、案のとおり了承された。 

【質疑概要】 

千葉県北総県民センター所長 宍倉 昌男 委員 

   「市の計画は、市民に直結するものとなるため、大きい災害あるい

はこういった攻撃があった場合における市と自治会、消防団など

との連絡体制は非常に大事なことと思われる。したがって、各自

治会、消防団から地域の状況を収集するための体制、マニュアル

の整備が必要ではないかと思います。 

    また、北総県民センターにおいても、印旛地域の備蓄倉庫を管理

し、様々な備蓄品があります。毎年１０月にその備蓄品の総点検

などの職員研修を実施していますが、それぞれの市でも管理する

備蓄倉庫について、市職員あるいは地元の代表が、備蓄品の点検

あるいはトイレの組み立て等ができるようなシステムも必要では

ないかと思います。」 

<回答> 

 事務局 防災対策課 柴田 

   「現在、市では、防災行政無線と防災メールなどの情報連絡体制を
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議事要旨 整備していますが、市と自治会長または消防団等から情報を受け

取る双方向のシステムとはなっていません。情報を受け取るため

のシステムについても様々な技術等がありますので、今後検討し

ていきたい。」 

 <回答> 

  事務局 防災対策課 石井 

「国民保護における物資の備蓄については、防災のための備蓄と兼

ねて整備することとしており、当市においても、災害に関する備

蓄を行っています。武力攻撃事態、緊急対処事態の被害想定をす

ることは、困難であるため、自然災害における被害程度の調査に

基づく備蓄計画により、引き続き防災のための備蓄を進めていき

たい。 

    また、市民を含めた備蓄品の点検と組み立てなどの訓練について

は、防災訓練を初めといたしました各種訓練におきまして、市民

を交えました訓練を実施していきたい。」 

  

小林会長より<発言要旨> 

   「本計画の内容は、予想し得ない事態でありますが、マニュアルが

しっかりしていても、いざというときに生かすための調査能力な

どが必要ではないかと考えます。 

    行政の各署における担当は、相互に連絡を取り合い、平時から連

携を深めることが重要であり、そうでなければ、計画やマニュア

ルは、形骸化してしまう危険性もあります。 

行政の立場では、これらをしっかり紹介し、このような事態に備

えた訓練など、意識の向上を図る必要もあるかと考えますが、市

民の恐怖感を煽るものとなってはいけません。どこの時点で、ど

のような任務の人が、しっかりとした紹介をするのかが大切であ

り、そうした点においても、行政に課せられた課題は大きいと考

えます。 

    また、このような有事の際における組織の立場と個人の立場とい

うことでは、これは人間の使命感の差で対応の仕方が若干異なる

とは思いますが、強制するのではなく、各組織、団体において対

応してもらわざるを得ないと考えます。」 

 

4.その他 

 ・成田市国民保護計画作成スケジュールについて 

  報告事項として、計画作成のスケジュールについて、事務局より説

明した。 
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資料 1.会議次第 

2.席次表 

3.成田市国民保護協議会委員名簿 

4.第 2 回成田市国民保護協議会委員 出席者一覧 

5.議題 

 ・議案第 1号「成田市国民保護計画（素案）」 

6.会議資料 

 資料 1 「成田市国民保護計画（素案）に係る主な意見とその対応・そ

の他修正事項」 

 資料 2 「成田市国民保護計画作成スケジュール」 

 


